
消耗品費 343,190円　印刷製本費 140,101円　整備工事設計委託料 6,250,200円　各種業務委託料
722,150円　整備工事請負費 17,900,000円　職員人件費 4,395,445円

備　 考

項 2 公共土木施設災害復旧費 目 1 道路橋梁災害復旧費

特定財源の名称・金額
公共土木施設災害復旧事業国庫負担金 11,939,000円　現年度災害復旧事業債 9,000,000円　単独災害復旧事
業債 6,200,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 10 災害復旧

  うち繰越分↓
4,571,000

  うち繰越分↓

4,571,000 一般財源(e)
  うち繰越分↓

2,612,086

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

19,500,000
  うち繰越分↓

19,500,000

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
39,199,000

  うち繰越分↓

39,199,000

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

11,939,000

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

15,200,000

  うち繰越分↓

63,270,000
  うち繰越分↓

0 0 63,270,000

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 0
  うち繰越分↓

29,751,086

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　町で被災した箇所を整理し、県へ要望書を提出。
　およそ2～3ヶ月程度で災害査定が行われるため、積算や被災写真等、査定用資料を準備する。
　査定は申請金額10,000,000円未満で机上査定、10,000,000円以上で実地査定となる。
　査定後、実施設計をを経て、入札となる。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

令和4年度実績 … 9箇所（前払いを除く工事費は繰越）
17,900,000円　補助率 66.7

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

災害で被災した町道 対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

被災した町道の原型復旧

事業継続年数 事業開始年度 不明

分野別施策 ３　道路・交通網の整備 所 属 長 末内 良明

主な施策 ３　町道の整備 電話番号 79-5342

第２次
総合計画体系

政策目標 ５　快適で便利なまち 担当部署 建設課

根拠法令等 公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 公共施設災害復旧事業 整理番号 1310-027

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


